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　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 5. 市史資料調査・普及事業

1. 総務管理費

4. 市史編さん費 総務課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 1,155 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

1,155 1,155

1,050 1,050

佐倉に関する古文書等の歴史資料の調査及び収集、刊行 佐倉の歴史資料のさらなる充実をはかるために、市内外 すでに刊行されている『佐倉市史』のなかで取り上げら

物、古文書複製資料等により、市民へ歴史普及を継続して実施している に所在する関係資料を調査し収集する。また、調査等で得られた歴史資 れていなかったり、新たに発見された佐倉の歴史資料から得られた情報

。 料や情報について、佐倉市史研究や歴史講演会、古文書複製資料等によ を、刊行物や講演会という形で市民へ提供している。それによって、佐

毎年開催している「佐倉の歴史講演会」や、『佐倉市史研究』の刊行に って広く市民へ伝えてゆく。 倉の歴史を学ぶ意欲のある市民の知的欲求に応えている。

より、佐倉の歴史を市民に伝える。『佐倉市史研究』は投稿等による市

民の歴史研究の発表の場としても活用されている。

調査・収集すべき佐倉の歴史資料は各地に所在し

ている。また、資料の調査や整理には時間が必要である。そのため、こ

の事業は数年単位ではなく、かなり長期的に調査を継続して実施する必

要がある。

08 323 0 323

11 727 0 727

差引一般財源 1,15


